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研　修　名 対　象

エクセル基礎研修３・４

政策法務基本研修

アクセス基礎研修３・４

全職員

全職員

全職員

研　修　実　施　日 申込締切日

１０月２日（火）～１０月５日（金）

（各２日間）

１０月３日（水）～１０月４日（木）

１０月９日（火）～１０月１２日（金）

（各２日間）

８月２３日（木）

８月２４日（金）

８月３０日（木）

工事監理（土木）研修 工事担当職員 １０月１１日（木）～１０月１２日（金） ８月３１日（金）

契約事務基本研修
契約事務

担当職員
１０月１５日（月）～１０月１７日（水） ９月５日（水）

危機管理研修 全職員 １０月１８日（木）～１０月１９日（金） ９月７日（金）

情報公開・個人情報保護研修 全職員 １０月２２日（月） ９月１２日（水）

住民税課税事務基本研修
住民税課税

事務担当職員
１０月２５日（木）～１０月２６日（金） ９月１４日（金）

プレゼンテーション研修

全職員
（パワーポイント
の基本操作が
出来る職員）

１０月２９日（月）～１０月３０日（火） ９月１９日（水）

＊＊＊＊ 11110000 月月月月 のののの 研研研研 修修修修 案案案案 内内内内 ＊＊＊＊
マッセ OSAKA からのお知らせ

◆研修の申込方法や対象者等詳しい内容については、各市町村の研修担当へお問い合わせ下さい。

【問い合わせ】マッセＯＳＡＫＡ研修課　ＴＥＬ：０６－６９２０－４５６７
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サマージャンボ宝くじの仕組みと協会事業

「マッセＯＳＡＫＡ」で実施している研修・研究事業をはじめとする様々な事業は、「市町村振

興宝くじ（通称：サマージャンボ宝くじ）」を原資としたその運用益で運営しています。

宝くじはもともと、都道府県と政令指定都市が発売権を持ち、公共事業等の費用に役立ててきま

した。

しかし、市町村も宝くじの収益金をまちづくりに活用したい、との強い希望があり、「市町村振興

宝くじ（通称：サマージャンボ宝くじ）」が都道府県を通じて年１回発売されるようになりました。

「財団法人大阪府市町村振興協会」は、そのサマージャンボ宝くじの収益金を活用し、府内市町村の

振興発展を図るための諸事業を行うことを目的として、昭和５４年に設立されました。

設立以来、府内市町村（政令指定都市を除く）が行う公共施設の整備や災害時の緊急対策のため

の資金融資をはじめ、広域的な事業に対する助成など、府内市町村の振興発展に寄与するとともに、

「おおさか市町村職員研修研究センター（愛称：マッセＯＳＡＫＡ）」を立ち上げ、府内市町村職員

の研修や行政を取り巻く諸課題についての調査・研究を積極的に行っています。

■サマージャンボ宝くじ１枚の仕組み

１枚３００円で発売されている「サ

マージャンボ宝くじ」ですが、その

内訳は当せん金費用に約４６％（１３８

円）、広告などの宣伝及び売捌手数

料費用に約１４％（４２円）、収益金に

約４０％（１２０円）というように振り

分けられます。

この収益金が、各都道府県市町村

振興協会の基金となっています。

サマージャンボ 
宝くじ 

サマージャンボ 
宝くじ 

サマージャンボ 
宝くじ 

サマージャンボ 
宝くじ 

【宝くじ１枚の仕組み】
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■サマージャンボ宝くじ収益金の流れ
収益金（総発売額の約４０％）は、人口、市町村数及び売上実績による按分に基づき各都道府県

に配分された後、各都道府県市町村振興協会に対して同額を交付金として配分することとなってい

ます。

各都道府県市町村振興協会においては、配分された交付金を基金として積み立て運用し、前述の

ような様々な事業を展開しています。

※ 「新市町村振興宝くじ（通称：オータムジャンボ宝くじ）」の発売については、１０月に予定

されています。

詳しい内容については、改めて「自治大阪」にてお知らせします。

【問い合わせ】（財）大阪府市町村振興協会振興課

ＴＥＬ：０６－６９２０－４５６６

サマージャンボ 
宝くじ 

サマージャンボ 
宝くじ 

【収益金の流れ】
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